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利
用
格
差
解
消
し
利
便
性
ア
ッ
プ

　

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

は
、
認
知
症
高
齢
者
や
知
的
障

害
・
精
神
障
害
の
あ
る
方
な
ど
、

判
断
能
力
が
十
分
で
は
な
い

方
々
に
対
し
て
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
際
の
援
助
や
日

常
的
な
金
銭
管
理
の
援
助
等
を

行
い
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
お
手

伝
い
す
る
事
業
と
し
て
平
成
11

年
10
月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

県
内
で
は
現
在
、

新
潟
県
社
会
福
祉

協
議
会
（
県
社
協
）

と
新
潟
市
社
会
福

祉
協
議
会
が
実
施

主
体
と
し
て
実
施

し
て
お
り
、
県
社
協

管
内
に
つ
い
て
は
、

基
幹
的
な
役
割
を

担
う
８
市
の
社
会

福
祉
協
議
会
（
基
幹

的
社
協
）
が
中
心
と

な
り
、
各
市
町
村
社

会
福
祉
協
議
会
や
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
１
月
末
現
在
の
実

利
用
者
数
は
県
内
全
体
で
計

９
８
8
人
。
認
知
症
高
齢
者

４
２
８
人（
43
％
）、
知
的
障
害

者
２
８
9
人（
29
％
）、
精
神
障

害
者
２
７
１
人（
28
％
）
と
認
知

症
高
齢
者
が
４
割
を
占
め
て
い

ま
す
が
、
障
害
者
の
地
域
移
行

に
向
け
た
施
策
等
に
よ
り
、年
々
、

知
的
障
害
者
・
精
神
障
害
者
の

割
合
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

判
断
能
力
が
十
分
で
な
い

方
々
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
日
々
の
生
活
を
送
る

た
め
に
は
、
地
域
の
中
で
利
用

者
を
支
え
る
取
組
み
が
一
層
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

県
社
協
で
は
、
県
内
に
お
い

て
あ
ま
ね
く
適
正
に
こ
の
事
業

が
実
施
さ
れ
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
お
い
て
各

市
町
村
に
お
け
る
個
々
の
実
情

に
沿
っ
た
適
切
な
対
応
を
し
て

い
く
た
め
、
現
行
の
基
幹
的
社

協
実
施
方
式
か
ら
全
市
町
村
社

協
実
施
方
式
へ
移
行
す
る
こ
と

に
し
て
お
り
ま
す
。
当
面
は
、

一
定
の
準
備
・
移
行
期
間
（
平

成
28
年
度
か
ら
３
カ
年
）
を
設

定
し
、
対
応
可
能
な
市
町
村
社

協
か
ら
順
次
進
め
て
い
き
ま
す
。 

巻頭特集

実 施 体 制実 施 体 制
従来

（対象となる市町村）（対象となる市町村）

（実施主体） （実施主体）
平成29年度以降

　
迅
速
で
継
続
し
た
支
援
実
施
し
や
す
く

　

全
市
町
村
社
協
実
施
方
式
に

移
行
し
た
場
合
、
こ
れ
ま
で
基

幹
的
社
協
所
在
市
と
そ
れ
以
外

の
市
町
村
で
生
じ
て
い
た
３
・

３
倍
の
利
用
格
差
の
解
消
や
、

潜
在
的
な
需
要
に
対
し
て
１
割

程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
利
用

促
進
も
可
能
で
す
。
そ
し
て
、

身
近
な
社
協
が
関
わ
る
こ
と
で

迅
速
か
つ
継
続
し
た
支
援
が
実

施
し
や
す
く
な
る
な
ど
、
様
々

な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

28
年
度
は
、
関
係
機
関
連
絡

会
議
や
市
町
村
社
協
移
行
促
進

会
議
、
基
幹
的
社
協
専
門
員
・

市
町
村
社
協
事
業
担
当
者
研
修

会
な
ど
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
活
用

し
て
内
容
を
説
明
、
意
向
を
確

認
す
る
な
ど
、
全
市
町
村
社
協

実
施
方
式
へ
の
移
行
に
向
け
た

準
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
移
行
を
円
滑
に
進

め
る
た
め
、
29
・
30
年
度
は
基

幹
的
社
協
と
市
町
村
社
協
に
移

行
の
た
め
の
財
政
的
支
援
を
実

施
し
、
準
備
の
整
っ
た
社
協
か

ら
順
次
移
行
す
る
こ
と
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
全
市
町
村
社
協
方
式
移
行

８基幹的８基幹的
社協社協

29市町村29市町村
社協社協

新潟県社協新潟県社協

29市町村29市町村 29市町村29市町村新潟市新潟市 新潟市新潟市

新潟県社協新潟県社協新潟市社協新潟市社協 新潟市社協新潟市社協

業
務
委
託

利
用
者
支
援

利
用
者
支
援

利
用
者
支
援

利
用
者
支
援

利
用
者
支
援

利
用
者
支
援

利
用
者
支
援

利
用
者
支
援

業
務
委
託

地域の要請に応える新潟県社協新たな取り組み

　福祉サービスが多様化・複雑化する中で、新たな課題が顕在化しています。こうした現状を　福祉サービスが多様化・複雑化する中で、新たな課題が顕在化しています。こうした現状を
打開するため、新潟県社会福祉協議会は、地域社会のニーズに応える事業を平成 28年度も様々打開するため、新潟県社会福祉協議会は、地域社会のニーズに応える事業を平成 28年度も様々
に展開します。その中から「日常生活自立支援事業」の新たな取り組みと、福祉人材センターに展開します。その中から「日常生活自立支援事業」の新たな取り組みと、福祉人材センター
が開設する長岡支所を紹介します。が開設する長岡支所を紹介します。
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相
談
は
予
約
制
、
１
人
当
た
り
30
分

　

長
岡
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
開
設
し
た
長
岡
支
所
は
、
長

岡
市
を
中
心
と
す
る
中
越
地
域

と
上
越
地
域
の
福
祉
人
材
発
掘

を
担
う
拠
点
と
な
り
ま
す
。
職

員
も
２
人
増
の
７
人
に
な
り
、

福
祉
施
設
へ
の
就
労
促
進
に
向

け
て
求
人
・
求
職
活
動
を
強
め

ま
す
。
祝
日
・
年
末
年
始
を
除

く
月
曜
か
ら
木
曜
日
の
、
午
前

10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
業
務

を
行
い
、
相
談
時
間
は
１
人
当

た
り
、
30
分
以
内
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

相
談
員
は
新
潟
の
人
材
セ
ン

タ
ー
か
ら
出
張
し
ま
す
。
す
べ

て
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、

相
談
日
前
日（
月
曜
日
は
前
週
金

曜
日
）の
午
後
３
時
ま
で
に
、
人

材
セ
ン
タ
ー
０
２
５（
２
８
１
）

５
５
２
３
に
電
話
で
予
約
し
て

下
さ
い
。

の
は
31
人
に
留
ま
っ
て
お
り
、

全
国
順
位
は
い
ず
れ
も
下
位
に

甘
ん
じ
て
い
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
違
い
、
福

祉
関
係
に
特
化
し
て
い
る
た

め
、
よ
り
詳
し
く
適
切
な
紹
介

業
務
が
実
施
可
能
な
の
に
、
そ

の
長
所
が
生
か
し
切
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
人
材
セ
ン
タ
ー

の
地
域
的
偏
在
と
職
員
不
足
が

そ
の
一
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
改
善
す
る

た
め
、
県
社
協
は
、
人
材
セ
ン

タ
ー
の
体
制
強
化
を
県
に
強
く

要
望
し
て
き
ま
し
た
。
県
も
そ

の
必
要
性
を
認
識
、
長
岡
支
所

開
設
が
実
現
し
ま
し
た
。 

　

４
月
１
日
、
長
岡
市
水
道
町

３
の
長
岡
市
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
２
階
に
、
待
望
の
新
潟
県

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
長
岡
支
所

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
福
祉

人
材
の
不
足
が
叫
ば
れ
る
中
、

上
中
越
地
域
の
福
祉
人
材
発
掘

の
拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ
ま

す
。

　

人
材
セ
ン
タ
ー
（
新
潟
市
中

央
区
上
所
２
、
新
潟
県
社
会
福

祉
協
議
会
内
）は
、社
会
福
祉
法

に
基
づ
い
て
各
都
道
府
県
に
設

置
さ
れ
、
無
料
職
業
紹
介
所
と

し
て
平
成
４
年
10
月
に
国
の
許

可
を
受
け
、
福
祉
施
設
な
ど
か

ら
の
求
人
を
受
け
付
け
た
り
求

職
の
あ
っ
せ
ん
や
相
談
業
務
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

県
内
に
は
、
高
齢
、
障
害
、

児
童
分
野
な
ど
多
種
多
様
な
福

祉
施
設
が
あ
り
ま
す
が
、
介
護

人
材
の
不
足
は
深
刻
な
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

新
潟
労
働
局
に
よ
る
と
、
平

成
26
年
度
の
介
護
職
の
有
効
求

人
数
は
４
６
、５
２
８
人
な
の

に
対
し
有
効
求
職
者
数
は
そ
の

半
分
程
度
の
２
３
、５
０
６
人

に
留
ま
っ
て
お
り
、
有
効
求
人

倍
率
は
１
・
98
と
な
っ
て
い
ま

す
。
人
材
セ
ン
タ
ー
で
の
有
効

求
人
倍
率
は
４・
９
と
さ
ら
に

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
団
塊
の
世
代
が
75
歳

以
上
に
な
る
２
０
２
５（
平
成

37
）年
に
は
、介
護
人
材
不
足
は
、

37
万
人
以
上
に
達
す
る
と
み
ら

れ
て
い
ま
す（
厚
生
労
働
省
推

計
）。

　

一
方
、
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

新
潟
市
内
の
１
カ
所
に
あ
る
だ

け
。
職
員
も
セ
ン
タ
ー
長
（
県

社
協
福
祉
人
材
課
長
兼
務
）
以

下
僅
か
５
人
で
、
全
国
で
最
も

少
な
い
の
が
現
状
で
し
た
。
こ

の
体
制
で
広
い
新
潟
県
を
カ

バ
ー
す
る
の
は
難
し
く
、
求
人・

求
職
と
も
新
潟
市
が
７
割
近
く

を
占
め
、
就
職
者
数
な
ど
の
実

績
も
、
中
々
上
が
ら
な
い
の
が

現
実
で
し
た
。

　

平
成
26
年
度
の
実
績
は
、
新

規
求
人
２
、９
２
３
人
、
新
規

求
職
５
６
４
人
で
採
用
さ
れ
た

新
潟
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
長
岡
支
所
オ
ー
プ
ン

上
中
越
地
域
の
人
材
発
掘
の
拠
点
に
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1　新たなニーズに応える

（１）  活動指針の推進
　　　県社協の基本理念や基本方針実現のため策
　　定した「活動指針」を推進します。
　 ▷地域における権利擁護事業の推進　
　▷ 生活困窮者の自立支援と地域づくりの推進
　▷災害福祉広域支援ネットワークの推進
　▷ 福祉職員研修受講支援事業の推進
（２）  地域福祉における権利擁護の推進
　▷日常生活自立支援事業＝ 2 ページに詳報
　▷ 成年後見制度普及促進事業
　　　成年後見制度普及のため、申立て支援を強化　
　　し、法人後見を中心とした第三者後見人の受け　　
　　皿拡充に向けた取り組みなどを強化します。
（３）  地域で支え合う仕組みの構築
　▷ 新たな社会課題の抽出及び検討事業《新規》
　▷  新たな社会課題に対応する共生の仕組みづ
くり構築事業《新規》

（４）  ボランティア活動の普及・啓発
　▷ ボランティア推進フォーラム開催事業
（５）  福祉人材の確保等
　▷福祉人材センター長岡支所開設《新規》
　　　　　　　　　　　　＝３ページに詳報
　▷介護事業所等における人材確保調査事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　《新規》
　▷福祉職員研修受講支援事業
（６）   社会福祉協議会役員の視察研修
　▷ 社会福祉協議会会長視察研修
（７）   介護知識・技術の普及・促進
　▷ 認知症ケア・アカデミー講座《新規》
（８）   避難者の生活再建への支援
　▷ 福島県避難者相談支援事業
    　　福島県復興支援員が避難者宅を訪れ相談　
　　に応じ支援します。

２　社協活動啓発・広報活動強化
（１）  福祉に関する県民の理解や関心の向上
　▷ 県民福祉大会開催事業
　▷福祉・介護・健康フェア開催事業
（２）情報発信・広報活動の充実
　▷福祉団体とマスコミとの懇談会開催事業
　▷ 広報研修会の開催事業

３　他団体との協力・連携促進

（１） 福祉関係団体との連携・協働を基盤とした
政策提言、予算要望活動の実施

（２） 大規模災害に備えた福祉広域支援ネット 
ワークの構築

　▷新潟県災害福祉広域支援ネットワーク協議　
　　会の運営
（３） 新潟県社会福祉法人経営者協議会との連携  

事業
　　　生活困窮者支援等に関する社会福祉法人　
　　の地域公益活動を協働で検討します。

４　県社協組織の総合力発揮に向けて
　 ▷県社協職員研修の充実　

５　事業評価等による取組

（１）新潟県高齢者大学の実践講座の充実
　▷まちかどふれ愛英会話コース《新規》
　▷認知症予防能活性・筋トレコース《新規》
　▷介護技術習得コース《新規》
（２）福祉の店パレットの売上促進
（３） 社会福祉従事者研修事業における自主研修

の拡充
　▷制度改革対応セミナー《新規》
　▷法人監事研修《新規》
（４）旧社会福祉会館の管理運営
　　　旧社会福祉会館を取り壊し土地処分検し
　　ます。

６　自主財源の確保

（１） 広く県民からの寄付を募るためのシステム
運営

　▷ 寄付のマッチング事業「ファンドレイジン
グ福祉にいがた」の運営

（２） 地域福祉活動を応援する企業・団体等の拡
大と自主財源の確保

　▷賛助会員の拡大
（３）広告収入の拡充
　　　福祉にいがたやホームページ、県社協封
　　筒などに積極的に広告を掲載します。
（４）   新潟ユニゾンプラザの管理運営
　▷賃貸収入増収に向けた取り組み

平成28年度の主な事業計画
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平成28年度当初予算　資金収支予算内訳表
会計単位／事業区分／拠点区分　等 収支等区分 H28当初予算

（a）
H27当初予算
（b）

増　　減
（c）

 １　一般会計
総収入 1,690,822 2,147,258 456,436
総支出 1,643,520 2,114,397 470,877

当期末支払資金残高 47,302 32,861 14,441

⑴　社会福祉事業　合計
総収入 586,888 461,205 125,683
総支出 556,330 446,172 110,158

当期末支払資金残高 30,558 15,033 15,525

①法人運営事業
（理事会・評議員会など）

総収入 159,418 66,878 92,540
総支出 158,942 65,984 92,958

当期末支払資金残高 476 894 418

②連絡調整事業
（要望活動、福祉団体懇談会など）

総収入 7,532 7,814 282
総支出 7,532 7,814 282

当期末支払資金残高 0 0 0

③企画・広報事業
（福祉・介護・健康フェア、各種調査など）

総収入 9,311 11,879 2,568
総支出 9,311 11,879 2,568

当期末支払資金残高 0 0 0

④地域福祉活動推進事業
（青年後見制度普及促進事業、市町村社協支援など）

総収入 56,241 47,397 8,844
総支出 56,241 47,397 8,844

当期末支払資金残高 0 0 0

⑤高齢者福祉活動推進事業
（明るい長寿社会づくり推進事業など）

総収入 97,494 98,350 856
総支出 97,494 98,350 856

当期末支払資金残高 0 0 0

⑥障害者福祉活動推進事業
（福祉の店パレット新潟店）

総収入 12,448 11,531 917
総支出 12,448 11,531 917

当期末支払資金残高 0 0 0

⑦福祉サービス利用支援事業
（日常生活自立支援事業など）

総収入 75,432 74,198 1,234
総支出 75,432 74,198 1,234

当期末支払資金残高 0 0 0

⑧福祉従事者確保・就労促進事業
（福祉人材センター事業、福利厚生センター事業など）

総収入 66,446 60,528 5,918
総支出 66,446 60,528 5,918

当期末支払資金残高 0 0 0

⑨共同募金配分金事業
（福祉にいがた発行事業、県民福祉大会など）

総収入 13,325 14,365 1,040
総支出 13,325 14,365 1,040

当期末支払資金残高 0 0 0

⑩助成事業
（福祉施設への助成）

総収入 12,151 8,231 3,920
総支出 12,151 8,231 3,920

当期末支払資金残高 0 0 0

⑪基金管理運営事業
（県民たすけあい基金など）

総収入 77,090 60,034 17,056
総支出 47,008 45,895 1,113

当期末支払資金残高 30,082 14,139 15,943

⑵　公益事業　合計
総収入 892,912 1,570,205 677,293
総支出 873,907 1,550,433 676,526

当期末支払資金残高 19,005 19,772 767

①福祉従事者養成・資質向上事業
（社会福祉研修センター事業）

総収入 28,148 26,787 1,361
総支出 28,148 25,646 2,502

当期末支払資金残高 0 1,141 1,141

②介護支援専門員養成・資質向上事業
（ケアマネ実務研修受講試験事業）

総収入 44,900 46,217 1,317
総支出 25,895 27,586 1,691

当期末支払資金残高 19,005 18,631 374

③福祉従事者退職共済事業
総収入 802,536 1,452,086 649,550
総支出 802,536 1,452,086 649,550

当期末支払資金残高 0 0 0

④貸付事業
（介護福祉士修学資金貸付事業）

総収入 17,328 45,115 27,787
総支出 17,328 45,115 27,787

当期末支払資金残高 0 0 0

⑶　収益事業　合計
総収入 211,022 115,848 95,174
総支出 213,283 117,792 95,491

当期末支払資金残高 2,261 1,944 317

①新潟ユニゾンプラザ管理運営事業
総収入 211,022 115,848 95,174
総支出 213,283 117,792 95,491

当期末支払資金残高 2,261 1,944 317
※総収入額に前期末支払資金残高を含めている。

（単位：千円）



6

Informat ion Red Feather

　

県
内
の
民
間
福
祉
を
支
援
す

る
た
め
に
、
平
成
28
年
度
共
同

募
金
の
助
成
事
業（
29
年
度
事

業
）の
募
集
を
い
た
し
ま
す
。

　

概
要
は
下
記
の
と
お
り
で

す
。
申
請
書
は
当
会
に
ご
連
絡

い
た
だ
く
か
、
当
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
く
だ
さ
い
。

提
出
締
め
切
り

　

５
月
20
日（
金
）

　

詳
し
い
内
容
等
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
請
書
の
提
出
先
は
市
町
村
共

同
募
金
委
員
会（
各
社
協
内
）

に
な
り
ま
す
。（
2
の
助
成
事

業
は
県
共
募
へ
提
出
）

問
い
合
わ
せ
先

　

〒
９
５
０
―
０
９
９
４

　
新
潟
市
中
央
区
上
所
２
―
２
―
２

　

新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
３
階

　

社
会
福
祉
法
人

　

新
潟
県
共
同
募
金
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　
０
２
５
―
２
８
１
―
５
５
３
２

Ｆ
Ａ
Ｘ

　
０
２
５
―
２
８
１
―
５
５
３
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.h7.dion.

ne.jp/~
ni-kyobo

平成28年度の助成事業募集平成28年度の助成事業募集

４ ボランティア 団体等活動支援事業助成
地域課題や生活課題に対応するため、新たに設立する団
体への支援や、既存のボランティア団体やNPO法人が
新たな分野への活動として取組む新規事業並びに既存事
業の拡大を支援する。

助成対象事業
①新たな分野への支援
②事業拡大への支援
③新たに設立する活動団体への支援

助 成 対 象 ボランティア団体、NPO法人

助　成　額 事業費の80％以内とし、限度額30万円

１ 社会福祉施設整備費助成
社会福祉施設に対し、施設利用者やサービスを受ける人の
生活や処遇の向上を図るための施設整備費を助成する。

助成対象事業

高齢者・障がい者・児童等支援を必要とする
人を対象とした法定施設で、施設利用者の
処遇向上のための機器整備（備品・車両）、
改修、増改築等

助 成 対 象 県内の民間社会福祉施設・法定福祉施設を
運営しているNPO法人

助　成　額 事業費の75%以内とし、限度額200万円

２ 県広域社会福祉団体助成
県域(政令市を区域とした別組織も含む)で福祉増進のた
めに活動する団体を支援する。

助成対象事業

県域を単位とした福祉団体が実施する、
民間の優位性を活かした社会福祉事業で、
共同募金助成金を主体として行う事業を
助成対象とする。

助 成 対 象　

全県的な組織（政令市を区域とした別組織
も含む）で社会福祉を目的とする団体及び
更生保護事業法第2条の更生保護事業を実
施する団体

助　成　額 事業費の80％（対象外経費を除く）を上限

３  地域活動支援センター等及び障害者小規模作業所支援助成
地域活動支援センター等での就労支援及び法定外の障がい
者小規模作業所を支援するため施設整備費等を助成する。

助成対象事業

① 社会参加や自立支援のための研修・交流
会等並びに自主製品の材料購入等の事業
費を対象とする

②建物の修繕
③作業用備品の整備　
④ 送迎用車両又は授産物品運搬用車両　

助 成 対 象
地域活動支援センター内での就労支援施
設、障がい者小規模施設で、未法人又は
NPO法人が運営するものに限る。

助　成　額

①の事業については、限度額15万円
②の事業については、限度額50万円
③の事業については、限度額30万円　
④の事業については、限度額100万円
※②③④の総事業費の1割は自己負担とする

常
務
理
事
・
事
務
局
長（
新
任
）

　

藤
沢　

勇
＝
四
月
一
日
付

退
任

　

西
方 　

眞
琴

　
（
常
務
理
事
・
事
務
局
長
）

新
潟
県
共
同
募
金
会

新
潟
県
共
同
募
金
会

　
　
　
　
　

人
事
異
動

　
　
　
　
　

人
事
異
動
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「
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
」
―
知

的
な
遅
れ
は
な
い
が
、〝
読
み

書
き
〞
の
部
分
で
特
に
困
難
を

伴
う
「
識
字
障
害
」。
恥
ず
か

し
な
が
ら
、
昨
今
メ
デ
ィ
ア
で

取
り
上
げ
ら
れ
て
か
ら
初
め
て

こ
の
言
葉
を
知
り
ま
し
た
。

　

安
直
と
は
思
い
つ
つ
ネ
ッ
ト

で
検
索
し
て
み
る
と
、「
長
い

文
章
や
音
読
が
苦
手
」「
字
の

形
を
混
同
し
て
し
ま
う
」「
一

字
一
句
は
読
め
て
も
文
と
し
て

の
意
味
が
分
か
ら
な
い
」
と

い
っ
た
特
徴
の
ほ
か
、「
似
た

よ
う
な
響
き
の
音
を
聞
き
誤

る
」「
内
容
理
解
が
困
難
」「
連

続
で
複
数
の
記
憶
を
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
」
等
々
の
症
状
が

人
に
よ
り
見
ら
れ
る
と
の
こ

と
。
明
確
な
証
明
は
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
な
の
で
す
が
、
脳
の

神
経
系
に
お
け
る
何
ら
か
の
機

能
障
害
に
起
因
す
る
も
の
で
、

視
覚
・
聴
覚
的
な
器
官
の
異
常

は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
一

見
す
る
と「
何
も
変
わ
ら
な
い
」

よ
う
に
見
え
る
の
で
す
。

　

私
見
で
す
が
、
こ
の
障
害
の

苦
し
み
は
、
症
状
そ
の
も
の
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
こ
に
付

随
す
る
心
理
的
な
葛
藤
に
あ
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
識
字
が
上

手
く
で
き
な
い
こ
と
を
周
囲
に

知
ら
れ
な
い
よ
う
に
振
る
舞
う

こ
と
に
よ
る
心
へ
の
負
荷
、
周

囲
が
難
な
く
で
き
て
い
る
こ
と

が
自
分
に
は
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
に
対
す
る
自
覚
と
焦
燥

感
・
不
安
、
自
分
自
身
と
い
う

存
在
の
否
定
…
じ
り
じ
り
、
じ

わ
じ
わ
と
続
く
長
く
深
い
戦
い

に
ひ
と
り
身
を
投
じ
、
追
い
詰

め
ら
れ
て
い
る
人
は
、
き
っ
と

少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
は
、
そ
の
人
そ
の
も

の
、
障
害
そ
の
も
の
だ
け
に
目

を
奪
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
そ
の

人
を
取
り
巻
く
「
環
境
」
に
目

を
向
け
、
内
在
す
る
力
が
発
揮

で
き
る
よ
う
に
整
え
る
（
障
害

者
差
別
解
消
法
の
言
葉
を
借
り

れ
ば
、「
合
理
的
配
慮
」
に
あ

た
る
で
し
ょ
う
か
）
と
い
う
視

点
は
と
て
も
重
要
で
す
。
現
在

に
至
る
ま
で
に
何
が
あ
っ
た
の

か
、何
に
苦
し
ん
で
い
る
の
か
、

そ
れ
を
和
ら
げ
る
た
め
に
は
ど

の
よ
う
な
工
夫
や
知
恵
が
必
要

な
の
か
…
「
生
き
づ
ら
さ
」
に

寄
り
添
う
支
援
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。　

　
　
　
　
（
実
央
）

ず～むず～む
20162016
Vol.Vol.1111

声
な
き
苦
し
み
に

気
づ
け
る
か　

５ 地域活動支援事業助成
地域における生活課題に対応する活動を支援するた
め、活動の立ち上げ時期を含め、地域で各種福祉サー
ビスに取り組む事業に助成を行う。

助成対象事業

① 日常的に支援を必要とする方々への生活
支援事業

② 高齢者、病気の後遺症が原因で就労が困難
な方、引きこもりやニートなど社会参加を
必要とする方々への就労や交流支援事業

③地域の移動支援事業
④その他新たな地域課題に対応する事業

助 成 対 象
社会福祉法人・NPO法人・自治会等の地域
団体、社会福祉活動を行う民間の非営利団
体・グループ

助　成　額

① 送迎・移動・就労支援活動に必要な車両整備費
車両本体及び付属品の取得費の90％以
内とし、限度額100万円
なお、車両をリースする場合は、年間リー
ス料の2/3以内とし､限度額30万

② 「地域の移動支援事業」の運行に要する燃
料費に対しては、限度額20万円

③ 備品整備費　備品整備費の90％以内と
し、限度額30万円

赤
い
羽
根
運
動
70
周
年

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が

始
ま
っ
て
か
ら
70
回
目
を
迎
え

ま
す
。

　

こ
れ
を
記
念
し
、
70
周
年
ロ

ゴ
マ
ー
ク
が
登
場
し
ま
し
た
。

　

今
月
か
ら
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の

マ
ー
ク
も
記
念
仕
様
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
様
々
な
媒
体

に
登
場
し
ま
す
。

平成28年2月25日
第22回「鉄道の日」北陸信越地方実行委員会

103,936円
平成28年3月17日
匿名 精米61.7㎏

寄付・寄贈寄付・寄贈
ありがとうございましありがとうございましたた

（敬称略）（敬称略）

チ
ャ
リ
テ
ィ
茶
会
寄
付
金

新
潟
県
茶
道
連
盟
が
寄
贈

　

新
潟
県
茶
道
連
盟
か
ら
新
潟

日
報
社
を
通
じ
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

茶
会
の
寄
付
金
71
万
５
０
８
６

円
を
頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉

人
材
課
は
、
Ｉ
Ｔ
会
社
か
ら
無
償

提
供
さ
れ
た
１
０
０
台
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
各
種
研
修
で
の
活

用
を
開
始
し
た
。
持
ち
運
び
可
能

な
W
i
―
F
i
装
置
も
導
入
し
た

こ
と
で
、
ど
こ
で
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
し
か
も
１
０
０
台
の
端
末
が

同
時
に
使
え
る
こ
と
か
ら
、
活
用

幅
は
大
き
く
研
修
効
果
の
ア
ッ
プ

も
見
込
め
そ
う
だ
。

　

ま
ず
、
研
修
効
果
の
促
進
が
図

れ
る
こ
と
。
講
義
の
事
前
、
事
後

に
テ
ス
ト
が
行
え
、
し
か
も
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
集
計
で
き
る
た
め
、

受
講
者
の
知
識
・
理
解
度
や
技
術

レ
ベ
ル
が
す
ぐ
把
握
出
来
る
。
そ

れ
に
よ
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
分
け
が

そ
の
場
で
出
来
る
た
め
、
習
熟
度

に
応
じ
た
研
修
が
行
い
や
す
く
な

る
。
ま
た
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
毎
の
効

果
や
気
づ
き
を
細
か
く
把
握
で

き
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
改
善
す
る
必

要
が
あ
る
か
ど
う
か
も
す
ぐ
検
討

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。

　

二
つ
目
は
デ
ー
タ
の
蓄
積
。
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
は
そ
の
場
で
集
計

で
き
る
し
、
年
度
比
較
な
ど
お
手

の
も
の
だ
。

　

三
つ
目
は
、
情
報
の
提
供
。

ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
こ
と
で
、

講
義
の
進
捗
状
況
に
よ
っ
て
新
た

に
必
要
に
な
っ
た
資
料
も
タ
ブ

レ
ッ
ト
で
直
ち
に
提
供
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
も
生
ま
れ
た
。

　

２
月
16
日
に
行
わ
れ
た
福
祉
マ

ン
パ
ワ
ー
研
修
会
。
こ
こ
で
初
め

理
解
度
の
即
時
把
握
可
能
に

理
解
度
の
即
時
把
握
可
能
に

研
修
効
果
ア
ッ
プ
へ
１
０
０
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
活
用

研
修
効
果
ア
ッ
プ
へ
１
０
０
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
活
用

携帯式のWi― Fi装置

アンケートの回答を打ち込む受講者

新潟県社会福祉協議会 人事異動

事 務 局 長 関谷　政友（新採用）
事務局次長　桑原　光矢（新採用）
総務管理課
課　　長 風間　直行
課長代理 遠藤　由香（地域福祉課　主査）＝昇任
嘱　　託 吉沢　真美（福祉人材課　嘱託）

企画広報課
参　　事 親松　茂（新採用）
主　　事 清川　祐介（福祉人材課　主事）

地域福祉課
課長代理 佐藤　正弥（総務管理課　課長代理）
主　　査 山井　幸恵（福祉人材課　主任）＝昇任
嘱　　託 穂苅　祐子（3月1日採用）
嘱　　託 河内　奈津美（3月7日採用）
非常勤嘱託 大掛　幸夫（地域福祉課　臨時）

生活支援課
嘱　　託 白川　淳（新採用）
嘱　　託 山口　千秋（総務管理課　嘱託）
福祉人材課
課長代理・福祉人材センター担当

新保　由己子（福祉人材課　課長代理
社会福祉研修センター担当）

主　　査 河野　弘輝（地域福祉課　主任）＝昇任
主　　事 山本　実央（企画広報課　主事）
嘱　　託 小林　希実（3月16日採用）

高齢者総合相談センター
相 談 員 水島　好夫（委嘱）

◆退職（３月31日付）
土屋　良治（事務局長）
宮田　純一（事務局次長兼総務管理課長）
梅沢　利明（企画広報課参事）
上松　敏之（福祉人材課参事）
出羽　秀輝（地域福祉課嘱託）
今井　綾香（地域福祉課嘱託）
東條　健司（生活支援課嘱託）
近　　泰歳（生活支援課嘱託）
滝沢　穂瑞（地域福祉課臨時）
岡本　紗織（福祉人材課臨時）

◆退任（3月31日付）
河原三喜男（高齢者総合相談センター相談員）

（４月１日付）

て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
活
用
、
そ

の
後
も
試
行
を
重
ね
て
使
い
や
す

さ
を
探
っ
て
い
る
。

　

上
手
に
活
用
す
れ
ば
、
大
き
な

効
果
が
期
待
で
き
る
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
。
同
課
で
活
用
す
る
ほ
か
、

新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
利
用
者
に

は
W
i
―
F
i
装
置
の
貸
し
出
し

が
可
能
だ
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
と
W
i
― 

F
i
装
置
は
、
同
課
の
研
修
シ
ス

テ
ム
構
築
に
携
わ
っ
た
縁
で

（
株
）コ
ム
プ
ラ
ス
・
ビ
ズ
が
無

償
で
提
供
、（
株
）日
清
医
療
食
品

が
協
力
し
た
。
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癖
に
な
る
辛
さ
が
自
慢
の
愛
情
キ
ム
チ

　

キ
ム
チ
作
り
に
は
、
根
気
が

欠
か
せ
な
い
。「
勇
気
！　
や
る

気
！　

元
気
！
」
が
モ
ッ
ト
ー

の
ス
ク
ラ
ム
は
、
こ
れ
に
愛
情

い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
を
プ
ラ
ス
、

手
間
暇
惜
し
ま
ず
美
味
し
さ
に

挑
戦
し
て
い
る
。

　
白
菜
は
一
枚
一
枚
葉
を
広
げ
、

大
根
は
サ
イ
コ
ロ
状
に
、
ネ
ギ

は
２
～
３
㌢
に
切
り
そ
ろ
え
、

丁
寧
に
塩
を
す
り
込
む
。
一
晩

寝
か
せ
た
後
で
塩
を
出
し
、
い

よ
い
よ
秘
伝
の
キ
ム
チ
ペ
ー
ス

ト
に
漬
け
込
む
。

　
ナ
シ
、
シ
ョ
ウ
ガ
、
ニ
ン
ニ

ク
を
細
か
く
切
り
、
ア
ミ
の
塩

辛
を
加
え
て
ミ
キ
サ
ー
で
ペ
ー

ス
ト
状
に
す
る
。
こ
こ
に
イ
ワ

シ
の
エ
キ
ス
、
白
ご
ま
、
昆
布

等
々
、
美
味
し
さ
の
素
を
惜
し

げ
も
な
く
加

え
、
粉
、
粒
、

粗
挽
き
―
味

の
異
な
る
３

様
の
唐
辛
子

で
調
え
れ
ば
、

秘
伝
の
ペ
ー

ス
ト
の
出
来

上
が
り
。

　
ス
ク
ラ
ム
の
目
指
す
キ
ム
チ

は
、
浅
漬
け
の
辛
口
。
一
晩
漬

け
て
出
荷
す
る
。
葱
キ
ム
チ（
１

０
０
㌘
）
１
８
０
円
、
は
く
さ

い
（
１
５
０
㌘
）
２
５
０
円
、

だ
い
こ
ん
（
同
）
２
３
０
円
。

キ
ム
チ
ペ
ー
ス
ト
「
辛
次
郎
」

は
１
０
０
㌘
瓶
３
０
０
円
で
販

売
し
て
い
る
。
乳
酸
発
酵
食
品

は
、
そ
の
ま
ま
食
べ
て
も
、
食

材
に
し
て
も
、
い
い
味
を
出
す
。

ひ
ょ
ん
な
こ
と
で
生
ま
れ
た
ト

マ
ト
キ
ム
チ
も
な
か
な
か
の

イ
ッ
ピ
ン
。
た
だ
し
夏
限
定
な

の
で
、
し
ば
ら
く
お
待
ち
を
。

　
注
文
を
受
け
て
作
る
こ
と
が

多
い
が
、
国
道
７
号
沿
い
に
あ

る
道
の
駅
加
治
川
の
農
畜
産
物

販
売
所
「
や
ま
ざ
く
ら
」
に
は

常
に
取
り
そ
ろ
え
て
あ
る
。

福祉の店

味わい散歩

ス
ク
ラ
ム

社
会
福
祉
法
人
の
ぞ
み
の
家
福
祉
会

（
新
発
田
市
御
幸
町
２
―
15
―
３
）

◇
９
時
～
16
時

◇
土
・
日
・
祝
日
休
み

◇
☎
０
２
５
４
（
２
２
）
１
２
３
５

ユニクロ●

●ウオロク

●コモタウン
西新発田高校●

●サークルＫ

イオン●

郵便局●
●猿橋中学校

★
スクラムスクラム

住吉小学校
●

3232

460460

西新発田駅

203203

新発田I.C新発田I.C

■�認知症事故 家族責任なし
　～最高裁初判断～
　認知症の男性が徘徊中に電車には
ねられ死亡した事故をめぐり、家族
が鉄道会社への賠償責任を負うかど
うかが争われた訴訟の上告審で、最
高裁第３小法廷は３月１日、「家族
だからといって監督義務があるわけ
ではなく、介護の実態などを総合的
に考慮し賠償責任の有無を判断すべ
きだ」との初判断を示し、今回は家
族に責任はないとしＪＲ東海の請求
を棄却した。
□介護の実情に配慮　
　責任の基準示さず難しい線引き
　最高裁の判断は、家族のかかわり
方や介護の状況を「総合的に考慮」

したもの。在宅介護の実情に配慮し
た形だが、状況によっては責任を負
う可能性もある。義務を負うかどう
かの線引きについて、項目を示した
だけで具体的な基準はなく、認知症
の家族にとっては不安が残る内容と
いえる。
…………………………………………
■�自立支援へ資金貸与　
　児童養護施設の退所者対象
　３月２日開かれた新潟県議会２
月定例会で、県は児童養護施設を
退所する子どもに家賃などを貸与
する制度を2016年度に始めること
を明らかにした。新生活への支援
を受けられない子どもの自立を助
けるのが狙い。

■�介護の担い手「未定58％」
　仕事を持ち介護経験がない人の
うち、家族の介護が必要になった
ときに誰が主な担い手になるのか

「分からない」と思っている人が
58.8％に上ったことが３月５日ま
でに日本能率協会の調査で分かっ
た。同協会は「介護に直面しなけ
れば実感が湧きにくい。いざとい
うときに困らぬよう日ごろから家
族と話し合い、職場の支援制度を
知るなど事前の準備が重要だ」と
している。調査は2015年12月～
2016年１月、20代～60代の働く
男女千人に実施。介護経験のない
人791人、経験のある人は2097人
だった。

福祉NEWS 2016年２月11日～３月10日
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救
護
施
設
か
し
わ
荘
は
、
昭

和
34
年
の
開
設
以
来
、
生
活
保

護
法
に
基
づ
く
措
置
施
設
と
し

て
、
障
害
や
経
済
的
な
理
由
に

よ
っ
て
一
人
で
の
生
活
が
困
難

な
方
を
対
象
に
、
長
年
に
渡
り

生
活
保
護
者
の
生
活
を
支
援
し

て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
近
年
、
生
活
保
護
に

関
わ
る
状
況
も
多
様
化
し
、
入

所
者
支
援
の
み
で
な
く
今
の
生

活
を
継
続
し
て
い
く
た
め
の
一

時
的
な
保
護
と
い
う
目
的
で
市

町
村
か
ら
措
置
さ
れ
る
ケ
ー
ス

が
急
激
に
増
え
て
き
ま
し
た
。

い
わ
ゆ
る
一
時
入
所
で
す
。

　
現
在
、
か
し
わ
荘
で
は
こ
う

し
た
一
時
入
所
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
た
め
、
そ
の
受
け
入
れ
に

関
す
る
ル
ー
ル
を
定
め
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
こ
の
一
時
入
所
の
中
に

は
緊
急
を
要
す
る
ケ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
中
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
方
の
受

け
入
れ
が
あ
り
ま
す
。
か
し
わ

荘
で
は
福
祉
事
務
所
長
の
依
頼

に
よ
っ
て
、
こ
の
２
年
間
で
２

件
の
ホ
ー
ム
レ
ス
を
受
け
入
れ

ま
し
た
＝
図
表
＝
。

　
ホ
ー
ム
レ
ス
の
受
け
入
れ
に

あ
た
っ
て
は
、
施
設
が
事
前
に

得
る
情
報
は
全
く
な
く
、
特
に

感
染
症
等
の
医
療
情
報
が
不
明

の
ま
ま
受
け
入
れ
を
判
断
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

ご
本
人
に
お
い
て
は
着
の
身
着

の
ま
ま
で
所
持
金
も
な
い
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
ホ
ー
ム
レ
ス
の

受
け
入
れ
期
間
は
、
最
長
で
２

日
間
で
し
た
が
、
こ
の
間
は
保

護
が
未
定
で
あ
り
、
所
持
金
も

な
く
、
突
然
の
利
用
受
け
入
れ

に
よ
り
通
常
の
居
住
環
境
の
提

供
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
利
用

料
を
免
除
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　
し
か
し
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
べ

く
、
こ
の
受
け
入
れ
に
あ
た
っ

て
、
会
議
室
を
個
室
＝
写
真
＝

と
し
て
用
意
し
、
食
事
や
入
浴

の
提
供
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ

て
衣
類
・
日
用
品
の
提
供
も
行

い
、
状
態
観
察
、
所
在
確
認
な

ど
を
実
施
し
、
非
常
時
へ
の
準

備
も
整
え
緊
急
時
に
対
応
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
時

と
し
て
制
度
の
狭
間
の
支
援
、

あ
る
い
は
生
活
困
窮
者
の
支
援

で
あ
る
た
め
、
当
法
人
で
は
、

こ
の
よ
う
に
緊
急
的
に
ホ
ー
ム

レ
ス
等
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は

社
会
福
祉
法
人
だ
か
ら
こ
そ
出

来
る
『
地
域
公
益
活
動
』
と
し

て
位
置
付
け
、
職
員
ひ
と
り
ひ

と
り
が
そ
の
使
命
を
全
う
す
る

た
め
、
積
極
的
、
か
つ
柔
軟
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
事
例

や
依
頼
は
、
ま
だ
ま
だ
少
な
く
、

地
域
公
益
活
動
と
言
え
る
レ
ベ

ル
の
も
の
は
な
い
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
今
後
、
益
々
多
様
化
・

複
雑
化
す
る
福
祉
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
た
め
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
を
担
う
救
護
施
設
と
し
て
、

法
人
と
し
て
、
地
域
に
貢
献
し

て
ま
い
り
ま
す
。

（
生
活
指
導
員
・
山
本
浩
宣
主
任
）

積
極
的
に
ホ
ー
ム
レ
ス
緊
急
受
け
入
れ

その１

緊急受け入れする際の提供部屋
～会議室にベッドとテーブルを用意～

事
例
１

Ａ
さ
ん
一
泊

柏崎市にて保護。当
夜の宿泊場所がな
く、受け入れる。そ
の後、柏崎市の調査
の結果、他市で保護
を受給していること
が判明。柏崎市での
保護は取り消され
た。ご本人の所持金
もなく、利用費用を
免除した。

事
例
２

Ｂ
さ
ん
一
泊

柏崎市にて保護。当
夜の宿泊場所がな
く、受け入れる。翌
日、市内の民間ア
パートに入居し、同
日、生活保護開始と
なるが、ご本人の所
持金もなく利用費用
を免除した。

社
福
法
人
の
公
益
活
動

新
潟
県
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会
青
年
部
会
報
告

本部事務局　所在地　
柏崎市大字畔屋194番地１
電　話　0257－24－4100
ＦＡＸ　0257－24－4102
http://park21.wakwak.
com/~kashiwa194/

◇法人情報◇

社
会
福
祉
法
人
柏
崎
刈
羽
福
祉
事
業
協
会
　
救
護
施
設
か
し
わ
荘
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新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会

と
新
潟
医
療
福
祉
大
学
の
包

括
連
携
協
定
締
結
を
記
念
し

た
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
自
分
ら
し

く
心
豊
か
に
生
き
る
た
め
に

～
シ
ニ
ア
世
代
の
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
に
向
け
て
～
」
が
、

２
月
15
日
、
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン

プ
ラ
ザ
多
目
的
ホ
ー
ル
（
新

潟
市
中
央
区
上
所
２
）
で
開

か
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
約

４
０
０
人
の
県
民
が
訪
れ
、

シ
ニ
ア
世
代
と
学
生
の
織
り

な
す
ト
ー
ク
に
耳
を
傾
け
ま

し
た
。

　
医
療
福
祉
大
学
ダ
ン
ス
部
の

華
麗
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
幕

を
開
け
、
同
大
学
の
山
本
正
治

学
長
が
「
シ
ニ
ア
世
代
へ
の
期

待
」
と
題
し
て
基
調
講
演
し
ま

し
た
。
山
本
学
長
は
、
自
ら
の

体
験
を
基
に
『
シ
ニ
ア
と
は
何

か
』
に
触
れ
、「
若
い
世
代
な

ど
の
異
な
る
考
え
方
に
寛
容
な

『
自
己
肯
定
感
を
持
っ
た
生
き

方
』
を
し
て
欲
し
い
」
と
語
り

ま
し
た
。

　
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
・
ト
ー
ク

に
は
、
シ
ニ
ア
世
代
を
代
表
し

て
新
潟
県
高
齢
者
大
学
Ｏ
Ｂ
の

古
市
重
男
さ
ん
と
新
潟
市
立
松

浜
中
学
校
地
域
教
育
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
岡
昌
子
さ
ん
が
、

医
療
福
祉
大
学
か
ら
は
社
会
福

祉
学
科
４
年
・
丸
山
由
希
さ
ん

と
理
学
療
法
学
科
３
年
・
竹
見

祐
大
さ
ん
が
登
壇
、
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
や
懸
け
た
思
い
を
報
告

し
ま
し
た
。

　

上
越
市
で
「
傾
聴
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
だ
ん
ぼ
」
会
員
と
し
て

活
動
し
て
い
る
古
市
さ
ん
は
、

「
人
の
た
め
と
思
っ
て
始
め
た

が
、
本
当
は
自
分
自
身
の
た
め

で
は
な
い
の
か
、
と
感
じ
て
き

て
い
る
」
と
心
の
変
化
を
語
り

ま
し
た
。

　

高
齢
化
が
進
む
佐
渡
市
相

川
の
稲
鯨
集
落
を
訪
問
、
地

域
住
民
と
と
も
に
活
動
し
た

丸
山
さ
ん
は
、「
一
人
ひ
と
り

が
自
ら
の
住
む
地
域
に
愛
着

を
持
ち
、
地
域
の
た
め
に
汗

を
流
す
こ
と
、
世
代
の
違
う

者
同
士
が
協
力
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
学
ん
だ
」
と
言
い

ま
す
。
そ
し
て
「
地
域
の
た

め
に
汗
を
流
す
活
動
に
、
ほ

ん
の
少
し
だ
け
自
ら
の
背
中

を
押
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
」

と
会
場
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
学
生
と
共
に
地
域
活
動
を
し

て
い
る
岡
さ
ん
、
大
学
の
サ
ー

ク
ル
活
動
で
様
々
な
形
で
地
域

と
関
わ
る
竹
見
さ
ん
も
、
一
緒

に
汗
を
流
す
楽
し
さ
を
語
り
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
助
言
者
の
石
上

和
男
・
新
潟
県
高
齢
者
大
学

学
長
（
新
潟
医
療
福
祉
大
学

教
授
）
は
、「
今
世
代
を
超
え

た
力
の
結
集
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
シ
ニ
ア
と
若
者
の
コ

ラ
ボ
で
地
域
に
活
力
を
与
え

る
必
要
が
あ
り
、
旗
振
り
役

に
は
シ
ニ
ア
世
代
が
な
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
シ

ニ
ア
世
代
の
発
憤
に
期
待
感

を
表
明
し
ま
し
た
。

包
括
連
携 

協
定
締
結
記
念
し
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

「
自
分
ら
し
く
心
豊
か
に
生
き
る
た
め
に
」

シ
ニ
ア
世
代
に
地
域
活
動
呼
び
掛
け

新潟県社協
医療福祉大

多
く
の
県
民
を
集
め
て
行
わ
れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム

ちょっと待ってください。
JTBの商品は旅行だけではありません

贈り物にギフト券（商品券）や体験型カタログ
ギフトを贈ってみてはいかがでしょうか

JTBでは【旅行券・ギフト券・カタログ
ギフト商品】を各種取り揃えております

ゴールデンウィーク・夏休みのご予定はお決まりですか？

国内へ・海外へ。みんなでわいわい楽しい旅行をご案内致します。
★温泉？ホテル？ハワイ？ヨーロッパ？国内・海外どちらもお任せください★

～～～皆様の旅のこと贈り物のこと、何でもお気軽にご相談ください～～～
㈱ JTB 関東　法人営業新潟支店／新潟市中央区東万代町 1-30 新潟第一生命ビル３階

電話 .025-255-5101　FAX.025-248-7687
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福 祉 の 現 場

この機関誌は、

赤い羽根共同募金の

助成を受け発行しています。

発行所／社会福祉法人　新潟県社会福祉協議会

　　　　新潟市中央区上所2－2－2ユニゾンプラザ

　　　　☎ 025－281－5520

発行人／土屋　良治

定　価／５円（会員の購読料は会費に含む）

福祉にいがた
平成28年４月1日発行（毎月1日発行）

昭和27年9月16日　第三種郵便物認可

印刷／島津印刷㈱

高松　美和さん
（新発田市・猿橋児童クラブ主任指導員）

　
春
４
月
、
新
し
い
生
活
が
始
ま
る

季
節
。
新
入
学
児
童
に
は
、
ワ
ク
ワ

ク
感
に
不
安
が
チ
ョ
ッ
ピ
リ
混
ざ
る

複
雑
な
季
節
で
も
あ
る
。と
り
わ
け
、

保
護
者
が
仕
事
で
留
守
に
な
る
子
供

に
は
心
細
さ
も
ひ
と
し
お
だ
。

　
そ
ん
な
子
供
た
ち
を
放
課
後
や
学

校
休
業
日
に
預
か
り
、
見
守
る
の
が

児
童
ク
ラ
ブ
。
こ
こ
に
は
、
猿
橋
小

児
童
が
通
っ
て
来
る
。
取
材
し
た
と

き
は
、
４
年
生
ま
で
の
60
人
。
４
月

か
ら
増
え
る
。
対
象
を
６
年
生
ま
で

拡
大
し
た
上
、う
れ
し
い
こ
と
に「
新

１
年
生
が
こ
こ
数
年
で
最
も
多
く
な

る
」
か
ら
だ
と
い
う
。

　
発
達
障
害
や
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
な
ど
特
別

支
援
学
級
の
子
供
を
受
け
入
れ
て
い

る
。
暴
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
ん
な

時
「
特
別
な
対
応
を
す
る
」。
た
だ

し
「
ほ
か
の
子
供
た
ち
に
き
ち
ん
と

説
明
し
た
上
」
で
特
別
扱
い
す
る
。

「
１
年
生
で
は
理
解
で
き
な
い
が
、

次
第
に
分
か
る
よ
う
に
な
り
、
４
年

生
に
も
な
る
と
軽
度
の
子
の
面
倒
を

見
て
く
れ
ま
す
」。

　

福
島
か
ら
自
主
避
難
の
子
も
い

る
。
父
親
は
現
地
で
頑
張
る
二
重
生

活
の
子
も
。「
悩
み
を
聞
い
た
り
し

て
、
心
の
ケ
ア
に
気
を
配
る
」。

　
「
実
の
母
に
は
勝
て
ま
せ
ん
が
、

常
に
母
で
あ
り
た
い
」
と
思
っ
て
い

る
。「
子
供
た
ち
が
、
素
直
に
自
己

主
張
で
き
る
空
間
を
作
っ
て
や
り
た

い
」
と
い
う
。
そ
こ
に
は
、
人
生
経

験
が
見
え
隠
れ
す
る
。

　
東
京
で
英
会
話
講
師
を
し
て
い
た

青
春
時
代
、「
発
達
障
害
の
子
供
と

出
会
い
児
童
心
理
学
を
学
ん
だ
」
こ

と
が
あ
る
。
結
婚
し
て
郷
里
に
戻
っ

た
も
の
の
、
夫
の
転
勤
で
見
知
ら
ぬ

土
地
に
暮
ら
し
た
と
き
「
頼
れ
る
人

が
い
な
い
育
児
の
大
変
さ
」を
実
感
、

旧
紫
雲
寺
町
で
子
育
て
支
援
に
携
わ

る
契
機
と
な
っ
た
。

　
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
に
な
っ
た

後
も
「
核
家
族
の
親
の
大
変
さ
も
子

供
の
寂
し
さ
も
分
か
る
」
経
験
を
最

大
限
に
生
か
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
数
年
前
、「
大
病
を
患
い
、

人
生
観
が
変
わ
っ
た
」。「
娘
の
た
め

生
き
な
き
ゃ
」
と
思
い
、
働
く
姿
を

見
せ
る
た
め
仕
事
も
休
ま
な
か
っ

た
。
今
「
子
供
た
ち
と
い
る
と
笑
顔

に
な
れ
る
」幸
せ
を
実
感
し
て
い
る
。

No.10

子供たちから元気を吸収、周りに活力を与え続ける「母」。

☆裂き織り
　バリエーションに富
んだ色彩でカバンやペ
ンケース、ポーチなど
作っています。コース
ターは贈り物としても
喜ばれています。

カバン　3500 円～＝写真奥
ペンケース 1500 円＝写真手前左　
コースター 300 円＝写真手前右

☆積み木
　小さな子供が触っても痛くないよう一つ一つ丁
寧に磨き上げています。絵にトキやカワイイ系、
ほのぼの系の焼き印が
押してあり、人気があ
ります。

1000 円

福祉の店パレット「
福
祉
に
い
が
た
」
に
つ
い
て
、
ご
意
見
、
ご
感
想
、

知
り
た
い
テ
ー
マ
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
左
記
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆
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―
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―
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新
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ゾ
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プ
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新
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会
企
画
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課
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0
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◆
Ｅ
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ー
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o
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u
@
f
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h
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o
r
.
j
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ご
意
見
ご
感
想
お
寄
せ
く
だ
さ
い

社会福祉法人佐渡福祉会
　まつはらの家

（佐渡市）
［施設紹介］
　手工芸ではトキ関連の商品を作ってい
ます。他に、不用になったパソコンの分
解作業や薪作りを行っています。

問い合わせ 福祉の店パレット新潟店　　☎025－281－5513
県社協　地域福祉課　　　　☎025－281－5521

【商品説明】（金額はすべて税別）
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